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＜施策展開の方向Ⅳ　家庭の教育力を高め、地域の教育力を生かす＞
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(83) 健全育成課

　施設改善５か所の整備を予定している。
・小中台南小、山王小、磯辺、
・花見川第一小（仮設）、花見川第三小

　施設改善４か所の整備を実施した。
・小中台南小、山王小、磯辺、
・花見川第一小（仮設） ａ ｂ ｂ ｂ b b

　施設改善４か所の整備を予定している。
・幸町小、花見川第一小
・有吉小、泉谷小

(84) 生涯学習振興課

・通年実施（週末、小・中学校の長期休業期間）
・公民館主催による各種少年対象事業（工作教室、料
理教室、科学教室等）を実施するとともに、公民館利
用団体による各種体験教室を実施する。

　公民館主催による各種少年対象事業（工作教室、料理教室、
科学教室等）を実施するとともに、公民館利用団体等による各
種体験教室を実施した。
講座数（主催事業）　２４８講座
参加者数　　　　　５,６４１人

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　公民館主催による各種少年対象事業（工作教室、料理教室、
科学教室等）を実施するとともに、公民館利用団体等による各
種体験教室を実施する予定。

(88) 指導課

　優れた知識や技術を有する社会人を派遣し、学校教
育の多様化、活性化を図る。

　小学校に４人、中学校に１人、優れた知識や技術を有する社
会人を派遣し、学校教育の多様化、活性化を図った。

ｂ ｂ ａ ｂ b b

　小・中合わせて５人の講師を派遣している。優れた知識や技
術を有する社会人を派遣し、学校教育の多様化、活性化を図っ
ている。

(91) 指導課

　前年度に引き続き、各地域の特色ある活動を通し
て、児童生徒の地域に対する愛情と誇りを育む。ま
た、広報活動等を通して地域や近隣の高等学校への働
きかけにより、事業の趣旨についての理解を深め、参
加者数の向上をさらに図る。

　各中学校区ごとに、小・中学校の児童生徒が中心となり、保
護者、地域の方々、高等学校の生徒の参加も促し、相互に協力
しあい、地域をより良くするための特色ある自治的活動を通し
て、児童生徒の地域に対する愛情と誇りを育くんだ。また、広
報活動等を通して地域に事業の趣旨についての理解を深め、参
加者数の向上を図ることができた。（参加校数：市内全小中学
校さらに３高等学校参加、参加延べ人数：地域・保護者・児童
生徒計92,049人）

ａ ｂ ｂ ｂ b b

　前年度に引き続き、各地域の特色ある活動を通して、児童生
徒の地域に対する愛情と誇りを育む。また、広報活動等を通し
て地域や近隣の高等学校への働きかけにより、事業の趣旨につ
いての理解を深め、参加者数の向上をさらに図る。

(186) 生涯学習振興課

　市民が日常生活の中で科学・技術を身近に感じるこ
とができる総合的な科学・技術の祭典「科学フェス
タ」を実施する。
多種多様のイベントを実施し、出展者・来場者・主催
者それぞれが積極的に交流できるようにする。

　メインイベントでは、大学等教育機関やＮＰＯ、企業、研究
機関等との連携により、来場者数16,362人、出展団体数51
団体と、ほぼ昨年並みの規模による実施であった。
　また、サテライトイベントとして、347イベントを実施し
た。
　新たな取り組みとして、SNSの活用や、各ブースでの掲示
板設置により、来場者と出展者の交流を図った。

- - - ａ ａ b

　市民が日常生活の中で科学・技術を身近に感じることができ
る総合的な科学・技術の祭典「科学フェスタ」を実施する。
多種多様のイベントを実施し、出展者・来場者・主催者それぞ
れが積極的に交流できるようにし、サイエンスネットワークを
強化する。

(187) 生涯学習振興課

　既開放校の4校に加えて、26年10月から、新たに、
中央区及び若葉区の小学校各1校の特別教室を開放す
る。

　既開放校の4校に加えて、26年10月から、新たに、中央区
及び若葉区の小学校各1校の特別教室を開放した。

- - - ｂ b b

　引き続き、６校を開放する。

(92) 学事課

　学校セーフティウォッチャーの登録者数を増加させ
るとともに、スクールガード・アドバイザーの配置及
び連携の強化、講習会の開催などにより、登録者への
支援を行う。
　学校セーフティウォッチを推進することにより、子
どもたちの登下校時の安全を確保する。

　学校セーフティウォッチャーによる登下校時の見守り活動を
実施し、児童・生徒の安全確保を図った。

○学校セーフティウォッチャーの登録拡充
　　登録者　２６,８５５人（前年度比１,５８４人増）
○学校セーフティウォッチャー講習会開催
　　回 　数　３回
　　参加者　３５１人（３回合計）
○スクールガード・アドバイザーの配置
　　委嘱数　13人
○学校適正配置に係る安全指導員を新宿小学校区に配置

ｂ ｂ ａ ｂ ａ a

　学校セーフティウォッチャーによる登下校時の見守り活動を
実施し、児童・生徒の安全確保を図る。

○学校セーフティウォッチャーの登録拡充
○学校セーフティウォッチャー講習会開催
　　回 数　３回
○スクールガード・アドバイザーの配置
　　委嘱数　13人
○統合安全指導員を幸町小学校区に配置

　PTA単位で登録する学校が、増加したため。

(93) 健全育成課

　各中学校区青少年育成委員会、小学校や中学校PTA
も含め、既存の家庭や企業には引き続きお願いすると
共に新たな協力家庭を増やすよう努力をしていく。

　各中学校区青少年育成委員会が主体となり、登録拡大を図っ
た。また、地域のニーズに合わせ、作製する「こども１１０番
のいえ」のプレートを紙製からプラスチック製に変更したの
で、徐々にプラスチック製のプレートに替えていく。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　各中学校区青少年育成委員会が中心となり、登録されている
家庭や店舗等には引き続きお願いすると共に、新たな協力家庭
等を増やすよう努力をしていく。

各アクションプランの事業評価と実施状況

【評価の仕方】 特に成果が高い。

H２６年度事業計画を概ね達成している。

H２６年度事業計画が達成できなかった。未着手であった。

　運営を担う地域協力者の高齢化や人材不足が大き
な課題となっていることを踏まえ、平成26年度
は、コーディネーターの複数配置や相談体制の整
備、事例発表会の実施など新たな支援策を講じた
が、目に見えての成果を出すには複数年必要かと考
える。今後は、既存の支援策を継続しつつ、新たな
支援策としてボランティアをしたい人とボランティ
アを必要とする子ども教室を結びつける登録制度の
導入などにより、活動の要となる人材確保に努め
る。

ｃ

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

基本施策
具体施策

事業番号 アクションプラン 担当所管 Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）

自己評価

Ｈ２７年度（最終年度）事業計画

ｂ ｂ ｂ c

　全小学校に放課後子ども教室を設置し、年間２３日/校実施
する。

特別非常勤講師の配置

学校・家庭・地域連携による
まちづくりの推進

ｃ

（９）２５
地域人材を活用
した学校支援

科学フェスタの開催

特別教室開放の推進

（９）２４
放課後等の子ど
もの居場所づく
り

(82) 放課後子ども教室の推進 生涯学習振興課

　前年度に引き続き、週１回程度、全小学校に放課後
子ども教室を設置していく予定である。

子どもルームの整備・運営

公民館での子どもたちの学習
や活動の場の確保

　全小学校に放課後子ども教室を設置し、年間21日/校実施し
た。

学校セーフティウォッチの推
進

「こども１１０番のいえ」設
置の推進

（９）２６
子どもの安全を
見守る活動の推
進

1



21 22 23 24 25 26

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

基本施策
具体施策

事業番号 アクションプラン 担当所管 Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）

自己評価

Ｈ２７年度（最終年度）事業計画

(94-1) 健全育成課

　55中学校区において、同様の活動のほかに、青少年
育成活動における子どもたちの企画運営が少しでもで
きるような青少年主体の活動を推進できるような体制
を築く。

　各中学校区ごとに、独自の青少年健全育成活動を展開し、環
境美化活動や浄化活動、点検・補導活動等を行い、幅広い年代
の地域の人間が協力をして、青少年の健全育成を行った。 ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　各中学校区青少年育成委員会が、地域の青少年育成団体と連
携を図りながら、補導点検活動、子供向けのレクリエーショ
ン、研修会等を実施し、地域ぐるみによる青少年の健全育成を
推進する予定である。

(94-2) こども企画課

　子どもの居場所となる２箇所の「こどもカフェ」モ
デル運営の継続及び３年間のモデル運営の検証を行う
とともに、今後のこどもカフェの在り方について検討
を行う。

　子どもの居場所となる２箇所の「こどもカフェ」モデル運営
を継続し、こどもカフェの在り方を検討した結果、１０月から
１箇所の運営を地域の団体へ移行することができた。
・「こどもカフェ」高洲と園生の２箇所で　年間１４４回開催
・「こどもカフェ」地域連絡会議を各地域年１回実施年間２回
開催
・「こどもカフェ」運営事業者連絡会議を年２回実施
・「こどもの参画・信頼される大人と子どもの居場所」公開講
座１日間開催

- ｂ ｂ ｂ b b

　子どもの居場所となる２箇所の「こどもカフェ」モデル運営
を継続する。また、子どもの居場所の全市展開に向けて、地域
のコミュニティの場となる公民館活用との連携を図りながら、
子どもの居場所に関する運営方針を策定する。

(95)
青少年サポートセ

ンター

　悩みや不安、問題を抱える少年に対応する専門の非
常勤嘱託職員を配置し、立ち直りに向けた支援や相談
活動を継続して実施する予定である。
　なお、青少年の立ち直り支援を目的とした青少年サ
ポート事業については、青少年の居場所づくりの一つ
として今後も事業の推進を図る予定である。

・悩みや不安を抱える青少年へ来所や電話等による支援を行っ
た。
・サポート事業　少年数（27人）来所回数（４４５回）
・電話相談件数（2８４件）
・来所相談件数（2６５件）

ｂ ａ ｂ ｂ b b

・悩みや不安を抱える青少年へ来所や電話等による支援を行
う。

(96)
青少年サポートセ

ンター

　青少年の非行防止のためにJR千葉駅周辺(中心街)及
び地域の繁華街等を巡回する街頭補導活動を継続して
実施する予定である。
　なお、非行等の問題への対応については、街頭補導
等を通じ、千葉県警察少年センターや関係機関・団体
との連携をさらに強化し充実させていく予定である。
また、県下一斉街頭補導や列車補導にも参加予定であ
る。

　1,９０６回にわたる街頭補導の実施し、延べ１,０６１人の少
年を補導した。また、非行抑止のための声掛け人数は７,０６１
人であった。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　千葉駅周辺及び地域の繁華街や公園、ショッピングモール等
を巡回する街頭補導の実施。

(97) 健全育成課

　9月の第3土曜日に「青少年の日フェスタ」を実施す
る予定である。また、「青少年の日」「家庭・地域の
日」の関連事業の実施にあたり、庁内関係各課で組織
する「青少年の日」及び「家庭・地域の日」事業推進
会議を年１回開催予定。

　9月の第3土曜日に「青少年の日フェスタ」を開催した。ま
た、「青少年の日」「家庭・地域の日」の関連事業の実施にあ
たり、庁内関係各課で組織する「青少年の日」及び「家庭・地
域の日」事業推進会議を年１回開催した。 ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　9月の第3土曜日に「青少年の日フェスタ」を開催する。ま
た、「青少年の日」「家庭・地域の日」の関連事業の実施を庁
内関係各課に依頼し、実施状況を取りまとめるとともに、関係
機関・団体で組織する「青少年の日」及び「家庭・地域の日」
事業実行委員会を年１回開催する。

（１０）２７
地域ぐるみによ
る子どもの健全
育成の推進

青少年の日、家庭・地域の日
の活動の推進

青少年育成活動の推進

子どもに信頼される大人に関
する調査研究

悩みや不安を抱えた青少年へ
の支援

補導活動の実施
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